
【クラウドファンディングのお知らせ】
　2002年より、ともに活動を続けるアフガニスタンＭＭＣＣから、救援の要請がありました。
タリバン政権の復活により、ミュージシャンやコメディアン、女性教育を担ってきた私たちの仲間が危険にさらされていま
す。現在、国外へ脱出すべく各方面に協力を求め、日夜準備を進めています。
大きな資金が必要です。みなさまのご協力をぜひよろしくお願いいたします。

　数百万人が餓死すると言われているアフガニスタンで、食糧支援を実施します。
ＭＭＣＣの事務所がある、ジャララバード、カブール、ヘラート、マザリシャリフで準
備をしています。クラウドファンディングを通じて、資金を集めています。みなさまの
ご協力をどうかよろしくお願い
いたします。
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● 正会員（総会での議決権を持ちます）　年会費１口10,000円または月会費750円
● 個人賛助会員（ゆめうたサポーター）　年会費１口 3,000円または月会費250円以上
● 団体賛助会員（ゆめうたサポーター）　年会費１口10,000円
● ＭＭＣＣサポーター ● ＤＡＷＮサポーター　年会費１口 3,600円または月会費300円
● ゆめうたサポーター 月々300円以上の定期定額寄付（クレジットカードによる月々自動引き落とし）のご登録
※会費・ご寄付のお支払いは、年払い一括または、クレジットカードによる月々の自動引き落としがご利用いただけます。
※会員・寄付者のみなさまには、不定期（年２回程）でゆめうたニュースをお届けします。

認定ＮＰＯ法人みんなの夢の音楽隊は、会員の皆様の会費によって運営されています。
私たちの活動に賛同し、協力してくださるメンバーを募集しています！

認定ＮＰＯ法人みんなの夢の音楽隊 メンバー募集中
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特定非営利活動法人
みんなの夢の音楽隊

TEL FAX

お名前

ご住所（〒　　　　－　　　　　　）

（フリガナ）

東京
口 座 記 号 番 号

（ゆうちょ銀行） （承認番号東第 49374号）

□子ども食堂・ミニ〇区・子ども向け事業
□ＭＭＣＣ・アフガニスタンへの事業
□ＤＡＷＮ・劇団あけぼの公演・シクハイ事業
□緊急支援　□その他（　　　　　　　　　　）　

･運営全般へ(寄付)1口3,000円×[   ]口

みなさまのご協力ありがとうございます。

･指定事業へ(寄付)1口3,000円×[   ]口

※事務局使用欄

※こちらもあわせてご使用下さい。
ご支援・ご協力ありがとうございます。
NPO法人みんなの夢の音楽隊
【新規入会・継続申込書】
会費[　 　]年度[新規/継続]

会費[　　 　　]円

※正会員10,000円 賛助会員3,000円
団体賛助10,000円 (年度は1/1～12/31)
[ＤＡＷＮ/ＭＭＣＣ]サポーター
[新規/継続]※年3,600円

寄付は
ＷＥＢで
簡単に♪

みんなの夢の音楽隊は
みなさまの寄付で運営
されています。郵便局
から送金できる専用の
振込用紙をご利用いた
だくか、クレジットカー
ドをお持ちの方はホー
ムページから簡単にお
手続きができます。１
回のご支援も、毎月継
続のご支援もご登録が
できます。ぜひ、ご協力
をお願いいたします。

　本年8月に67号のニュースを発行して、4カ月で68号を発行することになりました。
コロナの影響が長引き、子どもたちばかりに我慢をさせ、大人の気のゆるみで大きな
感染拡大を招きました。そんな中で、アフガニスタンで急激な変化がありました。
ニュースを発行してすぐの9月3日、アフガニスタンの仲間たちが危険な状態だ。助け
てほしい。と連絡がありました。それからはもうマラソンのように奔走する日々。クラ
ウドファンディングはもちろん、ビザや在留資格、外務省との連絡など、慣れない作
業に追われました。子どもがつくるまちも11月末の開催が決まっていたので、それは
それは大変でした。この期間中に新聞記事も２つ掲載されました。いつの間にか原因
不明のコロナ収束？そしてオミクロン株の発生。まったく先が見通せない中で、この
冬を生き抜くための食糧支援を開始しました。少しの資金でもたくさんの人々を助け
ることができます。みなさまのご協力を切にお願いいたします。

※来年早々にはまたニュースをお届けすることになると思います♪それでは、メリー
クリスマス♪良いお年を♪

緊急支援！アフガンで子どもと女性の教育に
取り組んだ仲間を救出したい

緊急支援！アフガンで子どもと女性の教育に
取り組んだ仲間を救出したい

▲2021年11月11日　東京新聞

アフガニスタン緊急支援！
飢餓が心配される子どもたちに食料を！

《詳細はこちら》  
https://readyfor.jp/projects/foodforkids

《詳細はこちら》  https://readyfor.jp/projects/saveafghan

12月20日
まで！
12月20日
まで！

12月31日まで！12月31日まで！

【クラウドファンディングのお知らせ】



夏休み！ネイチャーラボ2021　@舘岩少年自然の家
中止で学校から行けなかった子どもたちにリベンジ企画

　さいたま市のすべての小学生は、学校行事として5年生時、福島にある教育施設「舘岩少年自然の家」に2泊3日で参加します。雄大な自
然に囲まれた環境での体験は、子どもたちの最も楽しみな行事の一つであり、修学旅行よりも1泊多い、小学校生活最大の宿泊行事です。
コロナの影響により、現6年生は5年生の時に全校中止となり、舘岩に行けなかった学年です。その子どもたちを対象に参加者を募り、舘
岩へのリベンジ企画を行いました。
　A日程、B日程の２回にわけての企画は、たくさんの子どもたちの満面の笑顔と共に、無事終了。その後のアンケートでも、「帰宅後、子ど
もが興奮気味に話をしてくれるが、話が止まらない（笑）」という記載がたくさんありました。
　泳いでいるイワナをつかむ難しさ、そのまだ生きているイワナをさばく、あの感触。自然界にいるたくさんの虫たち。満天の星の美し
さ。みんなで踊るダンスとキャンプファイヤー。違う学校の新しい友だち。良き思い出となったなら幸いです。
　A日程は7月29日から31日、さいたま市の子どもたちを対象に行いました。参加者は107名。大型バス3台が、朝6時台に市内のポイント
をまわり、子どもたちを乗せていきました。B日程は8月10日から12日、PTAのご協力のもと、さいたま市桜区の子どもたちを対象に行いま
した。参加者は213名。大型バス5台になりました。

●舘岩到着はお昼。長旅ですが、コロナ感染対策のためバスレクは中
止です。途中のトイレ休憩も、県外のかたとの接触がないよう、場所
なども事前に細心の注意をはらい、対策をしっかり行いました。

●食堂での配膳も、ホテルとは違い自分たちで係をもって準備します。
初日は何もしない子もいますが、最終日には全員が誰かのために、早
く配膳が完了するため協力するように成長しています。

●「前山登山」。これは本気の登山です。前回大人はなめてかかり、山の厳しさを知りました・・・。見える
景色の美しさが・・・というコメントが子どもたちからもほしいところですが、「登るのと、足元と近く
をみるので精一杯」という感想がほとんどです（笑）。

●「野外炊飯」。カレーを協力して作ります。今回初めて会うお友だちとグループになり、分担作業です。野
菜を切る人、火を起こす人、ご飯をたく人。日常が垣間見えます（笑）普段からお手伝いしているんだな、
とか最初だけ手伝ってサボっていたり。不思議と大失敗もなく、皆おいしいカレーをいただきました。

●夕食後は、ナイトハイクと星空観察。夜の舘岩は真っ暗です。懐中電灯をたよりに、夜の暗さを実感します。しかし、見上げると満天の
星。ぎりぎりまで雨でしたが、両日程ともに、子どもたちは無事星空を見ることが出来ました。ここでは天の川や、飛んでいる衛星まで肉
眼で見ることができます。子どもたちが、わあ・・・と言って感動する星空です。

●「源流探検」では、岩がごろごろしている川沿いを歩いていきます。途中水の中にも入ります。キーンと冷たく透明な水に、子どもたちの
歓声があがります！クライマックスは滝登り。縄をしっかり握って上がります。気分はインディジョーンズ！

▲イワナに塩をつけて

▲キャンプファイヤー点火

▲イワナキャッチ
▲舘岩到着 ▲食堂

▲さばき上手！

▲カレーできた！

▲前山登山

▲火起こし ▲野外炊飯うまくできるかな

●子どもたちからのリクエストで、「肝試し」。新館と旧館がありますが、夜の旧館は、まっくらで怖い・・・・。悲鳴が
聞こえると嬉しくなります。怖くて参加しない子もいましたが、なぜか全員男子です（笑）

●舘岩名物「退所確認」。来た時と同じように片づけ、合格しないと帰れません。毛布のたたみかた、ハンガーの向
き、すべてのチェックが部屋ごとにあります。散らかっている部屋は不安になりますが、大人は手伝いません。

●食後はキャンプファイヤー！学校が違うと、ジンギス
カンのダンスもまったく踊りが違うことがわかりまし
た。満天の星空の下、燃える火を囲んでみんなで何度
も踊る。コロナ対策で、大声も出せませんが、みな笑
顔でした。その後のアンケートでも、キャンプファイ
ヤーがいい思い出になったと答えてくれた子どもが多
かったです。

●「イワナさばき」も名物のひとつ。泳ぐ魚をつかむ難しさ。魚もよくわかっていて、下手な子のそばで泳いでい
ます。キャッチした後、びちびちと動く魚の生命力に驚く子どもたち。その後、一人一匹イワナをさばいていき
ます。泣く子もいます。頭をたたき気絶させ、腹からさばき内臓も出します。水で洗い、目から竹串を刺してい
きます。この体験こそが、「命をいただく」という大切さを学ぶ機会なのです。それに塩をつけ、焼いていきま
す。その美味しいこと。子どもたちの思い出№１は毎年このイワナさばき。命を感じ、自然を感じるこの体験
は、日常では決して体験できない貴重なものとなるのです。

2週間前からの検温、帰宅後も2週間の検温、コロナ対策を万全にしての大企画でした。
たくさんの保護者の方、PTA、スタッフの協力があっての成功でした。改めまして感謝申し上げます！

▲ひとりずつ上ります▲源流探検 ▲水の中を進む

サポーター会費は税制上寄付扱いとなり、認定ＮＰＯ法人に対する寄付と
して、所得税・法人税上の優遇措置が受けられます。詳しくはお近くの税
務署、またはみんなの夢の音楽隊事務局までご連絡ください。

みんなの夢の音楽隊は認定ＮＰＯ法人です

寄付は
ＷＥＢで
簡単に♪

みんなの夢の音楽隊はみなさまの寄付で運営されています。
郵便局から送金できる専用の振込用紙をご利用いただくか、
クレジットカードをお持ちの方はホームページから簡単にお
手続きができます。１回のご支援も、毎月継続のご支援もご
登録ができます。ぜひ、ご協力をお願いいたします。

http://yumeuta.com/
パソコン・スマートフォンから


